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アブダビ石油五号井自噴す

アブダビ石油は昭和44年9月2遂目ムバラス王号井が

出油したと正式に新聞等に発表した.これは昭和42年

10月に石油開発公団が発足以来海外油田の自力開発を

目標として従来チこ見られなかった強力な資金と技術力

を集中して進んできたわが石油鉱業界にとって非常に

喜ばしいニュｰスである.

丸善石油･大協石油･.冒本鉱業の3社グルｰプ挑中東

アラビア湾に面するアブダビ土侯国より海上幻雌㎜2

の石油開発利権を取傷したのは昭和42年12月6目であ

る.このときの利権協定の内容は

(1)利権地域はカタｰル半島の東南沖合海域2,820

km2(A地域)およびマｰバン油田の北方海域

1,596km2(B地域)の計4,416k㎜2

(2)利権形態はいわゆる利権供与方式で3社は産

出原油の12.5%相当分をロイヤリティｰとして支

払うことになっている.
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星野一男

レン象ル(鉱区使用料)は毎年5万ドル｡た

だし商業量の油田が発見された後は不要であるが

そのかわりこのと書には特別の求一ナス支払

アブダビ側の“参加選択擦}50%の所得税などの

規定がある,

(4)利権協定の期間は4S年間であるが探鉱期間

は8牢と定められている由.また5年以内8

年以内10年以内にはそれぞれ当初鉱区の25%づ

つを放棄しなければならない.

(5)餐杜は最小投資譲務額として8牢の探鉱

期間に少なくとも1享300万ドルを投資しなけれ

ばならない.

以上の協定締結にもとづき3社は昭和43年1月17目

にそれぞれ2億づつ出資6億円の資本金でアブぞビ石

油株式会杜を設立しこの地繊の宥滴開発欝業を清める

ことになった､(現在3微の胎資鋤戴そ批繊〃億円そ

の他3億円これに石油開発公戯6億の熾欝金壷伽兎で静30徳

となっている)

巧

��

ノ1

苫

囲現アブダ叩油鉱区

皿口中東石油鉱区

囮カタｰル石滴鉱区

綴既発見油田

�住

2㊧0k皿

㌧エチ鼻■

プ王サウタアラビア

アラ}ぺ1琴翼

残

w研劣

虜･…

伽･lL

��

第1関'

位置概略図�



一47一

策1表アブダビ地簸の滴禺菊よび原洩性状
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アブダビ地繊穣鱗層序衰
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石灰岩
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上部生物質粒状石灰墨

数層(主要産浦層)

下部局灰質岩･生物質

石灰岩の互層

もともとこの地域はブリテイッ

シ狐石油(葛.P.)とフランス石油

(CRP)カSそれぞれ66.67･33.

33の比率で出資したアブダビ海洋

鉱区会社(AbuDhabiMarine

Ar㈱Lta,略称A.D.M.A.)が19弘

年以来探鉱を行なってきたところ

である.A.D.M.A.は重力探

鉱および地震探鉱を行なったのち
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石灰岩泥質石灰岩

粗泥質石灰岩

1958年(昭和33年)ウム･シャイフ(U皿Sb搬)滴岡を発

屍しだ｡さらに1964年ザクム(Z出u㎜)油閏の発見にも

成功した.

一方ザクムの南方にあたる陵上にもマｰバン(Mur-

b徴n)ブハサ(BuH鯛塾)の滴閏淡ある吉この2油田

はアブダビ1ペトロリアム(Ab1ユ脳bi恥腕1elユ㎜Co･

Ltd,主としてB.P.,She11,CFP,ESSO'で構成される

IraΨePetroleumCo.系統の石油会社)により1960年

に発見されている.

オ層厚はM1u由an1暑奔による.

これ等の油田の構造は大まかにいっておもにカンブ

リア系岩塩層が押し上げられてできた岩塩せん(Salt

P1㎎)の上昇運動に伴うドｰム構造であると考えられて

いる.この地域の標準層序は籍豆図のごとくであるか

主要油層は下部白亜系の丁阜am搬a層(主として石灰質

岩)および上部ジュラ系(石灰岩ドロマイト)である.

構造規模は大きくマｰバン油賊ミ20k㎜×40㎞iウム

･シャイフ油田が15㎞ユ×16㎞ユである.

アブダビ諸油田の平均目産量累計生産量は第1表の

通りである.アブダビ地域の原油埋蔵量の総計は19

66年現在で125億バｰレルに達するといわれている.

ウム･シャイフ油田夏号井は深度1,700皿でThama㎜a

写真⑪アブダビ締でムラパ則号奔を獺さく申のペガサス号

写蔦⑳パイヅより自噴する原油�
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層の油層に蓬箸し日産2,400バｰレルの原油を自噴し

たと伝えられる.原油の性状は第1表に付加したよう

に比重(A･P｣=･度)37から41硫黄分(重量影)O岳8からユ｡逸

と中東地域においては軽質低硫黄原油である.

行なわれることになった､ペガサス号は昭和43年11月

29目アメリカテキサス州のピ皿一ストンを出港し喜

望峰(ケｰプタウン)経由で廻航し狽年δ月1日現地に

到達した.

さてムラバスユ号井の自噴までの経過をたどってみ

よう.アブダビ石油ではまず鉱区地域の地震探鉱を

G.S工杜に依頼して行なった｡G.S,I.(G鋤pby警1晩1

ServiceInter虹atio双a1)は米国の丁鉱asInstmments王nc｡

の子会社でパナマおよび英顧法人余杜となっている｡

震探作業は昭和43年5月22目に開始した.O孤eも｡at

syste⑫でダイナマイト爆破方式の6重合CDP調査であ

った.側線間隔は.3曲6k㎜.これはかって195件に

んD.M.A.が行なった震探の側線間隔が16kmであるの

に比較して精査である.一般的な震探技術もこの10年

間に格段に向上していることはいうまでもない.

地震探査は11月29目に終了した.震探実施総潮線長

は3,224kmであった.これに平行してアブダビ看油は

試掘作業の用意を始め請負業者を米国の0f鮎0re杜

に選定して9月5目に契約調印した.

地震探査の結果約3量000血に達する深度ジュラ系

までの深部にわたって構造がかなり明らかにされた.

そして'まずB地区においてジュラ系豪でを目的とした

予定深度3,300血(11,000フィｰト)の試掘を行なう計画

が樹てられた.これがムバラス1号井(Mub飯醐N◎･

1)でOffshore杜の海上掘さく機ペガサス号により

刮･111i･.｡lll,･巷･llll･仙1･書･ll111.lllll･笹咄舳･iill･“･l1i1州11･･6･･1榊洲1･伽･舳1舳1榊11･仙11･暑州･歯1i帥･巷州1･洲i1州11I“･ll11･●11IIl.

量≡新刊紹介…

;海底地形学佐藤任弘著'

…

海洋が注目をあびつつある今貝海底地形に関する適当な

解説書が刊行慈れ淀｡藷脅は至跨閥海上繰安庁水路部で

海底地形の調剤ζ従察して蓬恕この遺⑳簿悶象である.単

なる海底地形の誰織でなく海底地形ゆ賊顕を鯛島かにすると

いう観叙すなわち藩暫の蓄薬登か婁棚漢ヂ構造地形学｣

の観点から欝か枇大洋嬢の火峨霞鋤海溝詮島弧堆積大

陸柵の閥懸な肋嶋つか杓枇郁喝｡海洋の地形地質に関す

る問題点を一望で慈義をいう､熱で鐙諦㎞競蜜潟すすめした

い.し淡し鰭外魑の多くの藷繋串識文鳶婁引踊蒸れているが

ソ連わ文献は1砧ん蝸凋巷れていない岳蜜恕それと関係

してか資本潮ζ鶴ず蕃欝料が苓愚であ簑この点読者にと

っても不便迎あちかろおしいような気がする由おもな内容

は次の隻おり晶

1.房総裏山大洋底の地形3｡大蜂睦の火山潜勤

堪.海溝お島弧§｡遼津栓堆積催澗餐｡犬嬢斜面

7.大陸棚あ沿鋒海底地形',鍾｡海藤地形⑳驚義を地名

淡餐厳蜘ぺ一ジ繋繋イ卿jエ鰯績榊,200円

ペガサス号より掘さくが開始されたのが5月4目であ

った.ムバラスエ号井は魯凋下旬に深度3茗亙00mに達

し掘止めその後電気検層諸テストを行なっていた

が9月18日ついに自噴を屍るにいたった.

同社の発表によれば自噴規模は日産3,000バｰレノレ

である､Aλ至比重は鎚度硫黄分五｡泌であるから

付近の油田の原油よりはやや堅いが硫黄分は少ない.

同社は1号井で囎1!§h⑪⑪芝ingを行ない地震波速度

の新しい値によって震深結果の再解析を行なうなど1

号井の諸テスト結果の検討を行なっている｡

これと平行して含漁構造の規模や性格をはっきり亭

せるために引続いて五号井の北東約離独にムバラス

2号井の掘さくを計画し9月22目に予定深度3,750皿

で開坑した.これは王2月下旬終了の予定で掘進中であ

る.これらの作業がさらに進行すればこの地域が油閏と

して稼行できるかどうかが次第にはっきりしてくること

であろう.

1号井のテスト深度は2670m付近で岩質は看灰質砂

岩であり層準はTham㎜a一皿層に相当すると考えら

れている.現在までの解釈では1号井は下血歓皿蛆&

層を掘り抜いていない｡

(筆者は燃料部)
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海洋宿泊開発…

石満開発公団編…

わが国で初めての海洋石油開発に関する専門書が刊行慈れ妻

た｡執筆陣は看油開発公団看漉鉱業各枝潟よび造船1機

械な婆関連産榮界の徹饗を績簾して潟曽シ曲ば海樺看瀬鰯籍

紀関す蕃察熱篤圭努を切･うへ慈ものであ抄関係専門家はも

ちるん一般の方冷も澄ひ}読に棚ずるもので勘叡

その柘もな内容は

⑬擁樺煮瀬開講の概滋総藻.欝源.経済｡濠翻

⑬海難荷滴鰯議糠薇の繊嚢深瓢の労漆｡鰯籍の労齢技徽幻

観状を闘題巌,外畷の技飾鰯籍僚繍

働海洋肴漁闘嚢繊餓め繍議,灘瀞の総質調薮'鋤灘簾鉱鐘搬

胞質情轍の総合遡灘.鰯慈く綾稀.海欝鱗業物を擁欝藻締｡海溝

翻護く鍵魔｡鰯麓カ淋淋一狐,㌶形･ず×潜水籏徽

瀬鰯鱒繍鐘徽｡雀慶欝潔援搬.工援管理鐘臓

⑳鰐縫織鰯壷｡･鱗雛磁の灘鰍

ま鱗締瀬麟⑳闘鎗蟹蛾縛瀦熊の鰯蕗潔ヌ蒙瀦禺め闘敷

簾京湾の煮瀬鐙災紙滋譲

脇腹､搬賛疵鰹激圭㈱鐙斜熟郷

㈱蟹彩鰍一祭読翻勲賊遼幾'撮ヨ雲⑪簿

籍術研賛寮罵瀬螂ソ淋泌夢災脈糠)

蕪潔灘苧雌願騨⑫触一§孤盤沸酌影嚢亘鍬

鴉災総)⑫王轟汐婁餓夏
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